中津川渓谷
中津川渓谷は、古い森に覆われた全長10キロの川です。この森は、裏磐梯で最も美しく紅葉する場所の一つで、春には山桜の薄いピンク色に染まります。渓谷にはシカやイノシシやツキノワグマが繁殖しています。
　川床には、数百万年前に地下で形成された火山岩層が露出しています。長い年月の間に中津川の流れが火山岩の上の堆積層を徐々に侵食し、火山岩を露出させたのです。
　中津川は、吾妻連峰の高所から流れ出し、渓谷から1キロほどの所にある秋元湖の最北端に流れ込みます。
　秋元湖から遊歩道の急な階段を降りれば、渓谷まで徒歩で行けます。初心者には1.5キロのハイキングコースがおすすめです。

